
















































































































Sqrt[x]   Exp[x]   Log[x]   Sin[x]   Cos[x]
Tan[x]   Abs[x]   FactorInteger[x]
③グラフィックス
●プロット（グラフを書く。）
Plot [x^2, {x,-3, 3}]
Plot [2x-1, {x,-4, 4}]
Plot [x^2-4x, {x,-1, 5}]










Do [Print [i^2], {i,1,5}]
Do [Print [2k-1], {k,1,5}]











































































































































































































（4+2）3　 SHIFT ENT 18
1/2+1/3　 SHIFT ENT 
5/6
2^10　 SHIFT ENT 
1024





































身を＝＝で結んで SHIFT ENT とするとTrue
となる。
　これで，6が完全数であることが確認できる。
次にk=30のときはメルセンヌ数が素数でない
こと，k=31のときには，メルセンヌ数が素数
となり確かに2^30（2^31-1）はその数自身以
外の約数の総和とその数自身が等しくなること
を確認する。
　ここまでを，画面を通してプレゼンテーショ
ンしながら生徒は各自のパソコンで実際に操作
する。あとは，k=3，4，5，…のときメルセンヌ
数が素数になるかを調べて完全数を見つける作
業を各自で行う。生徒は考え方が理解できると
かなりの速さで発見していきその場で発表し合
い楽しくなる。
　なお，StringReplace[ ]を使えば，それ数自
身以外の約数の総和とその数自身が等しいこと
を確かめるための入力は簡単にできる。だが，
その前に１つ１つ入力するという作業をするこ
とが理解を深める大事なことである。
　また，累乗の計算は意外なほどその数が大き
くなり，k=100などとすると，コンピュータ
の処理速度から時間がかかり時にはフリーズし
たようにみえることもある。このことは，累乗
の数の大きさの感覚と逆にコンピュータの処理
速度は万能ではないことを知る良い経験とな
る。
４．終わりに
　指導計画では，Mathematicaの使い方を学
ぶということが中心であるがそのこと自体が数
学的であることとそれを用いて中高の数学の問
題を解決する手助けとして役立つことがねらい
である。
　例えば，因数定理が使えないような一般の３
次方程式はタルタリア・カルダノの解法を用い
て解くことは高校生でも可能である。そのよう
な３次方程式を実際に解いたり，または比較的
簡単な解になるような３次方程式を作るときな
どにMathematicaを手助けに用いると有効で
ある。
False
Divisors[2^31-1]　SHIFT ENT
{1,2147483647}
PrimeQ[2^31-1]　SHIFT ENT
True　SHIFT ENT
2^30 （2^31-1）　SHIFT ENT
2305843008139952128
Divisors[2^30 （2^31-1）]　SHIFT ENT
{1,2,4,8,16,32,64,128,256,512,1024,2048,
…途中略…
1152921504069976064,2305843008139952128
1+2+4+8+16+32+64+128+256+512+1024+
2048+4096+8192+16384+32768+65536+
131072+262144+524288+1048576+2097152+
4194304+8388608+16777216+33554432+
67108864+134217728+268435456+536870912
1073741824+2147483647+4294967294+
8589934588+17179869176+34359738352+
68719476704+137438953408+274877906816
+549755813632+1099511627264+
2199023254528+4398046509056+
8796093018112+17592186036224+
35184372072448+70368744144896+
140737488289792+281474976579584+
562949953159168+1125899906318336+
2251799812636672+4503599625273344+
9007199250546688+18014398501093376+
36028797002186752+72057594004373504+
144115188008747008+288230376017494016+
576460752034988032+1152921504069976064
==2305843008139952128　SHIFT  ENT
True
─ 99 ─
中高数学におけるMathematica を使った指導内容と指導事例
　そのような指導事例として「完全数を求めて
みる」を提案した。
　生徒たちが，日々の学習で自分で疑問に思う
ことをMathematicaを使ってさらに理解を深
めより高度で正しい数学に一歩でも近づければ
いいと思う。
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